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第1章　 緒言並に文献

癲癇症は頗 る顕著な症状を示すため,古 く

か ら人の注 目を引き,病 理組織学的,次 で体

液病理学的に多数 の研究 が行われ,更 に近

年,脳 波並 に治療薬品 の進歩に より,電 気生

理学 や薬理学 の方面か らも種々検討 されつ ゝ

あ る.

然 し,癇 癇患者 の脳髓 その もの ゝ生化学的

研究 は極めて稀で,1928年Lonnox1)も 癲癇
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患者 の脳内物質の生化学的研究は殆ん ど見 当

らない と述 べてい る.そ の後,脳 内燐脂質並

に無機物(Mc Quarry2)),誘 発痙 攣後の癲癇

脳 内痙 攣毒(Kroll3)),脳 血行 と酸 素 消 費量

(Gibbsそ の他4)),組 織 呼 吸並 に解 糖 作 用

(Elliot5)).コ リンエステ ラーゼ活性度(Pope6))

等に関す る研究があ るが,癲 癇患者脳髓の蛋

白質 ア ミノ酸代謝に関 しては未 だ全 く未開拓

の情況であ る.

所 で,古 くか ら癲癇患者 には蛋 白代謝 の混

乱か,蛋 白食に対 する特別な感受性があると

一般 に云われているが,そ の屎尿,血 液,脳

脊髓液等に関 する諸家の検査成績 を綜 合す る

と,血 中 フィブ リ ノーゲン,髓 液 中蛋 白及 び

血中屎 中の抗蛋 白分解酵素の増加が見 られた

と云 う(Lennox1)).一 方林教授 とその門下7)は

動物実験 に よ り,グ ル タ ミン酸 ソーダ(以 下

「グ 」酸Naと 略記),ア スパ ラキン酸 ソーダ

を運動領 皮質内に注射すると,強 縮性,間 代

性痙攣が起 るこ とを確 めた.之 に反 し,宗

本8)は 「グ 」酸Naを 癇癇患者 に注射す ると,

顕著 な発 作回数 の減 少 を認 めると云い,又

Waelschそ の他9)は 「グ」酸Naを 癲癇 患者に

経 口的に投与す ると,そ の小発作が著 明に抑

制せ られ ると報 じている.又 最近 の研 究によ

り,ビ タ ミンB6は 蛋 白質ア ミノ酸代謝 に重

要 であ ることが種 々の点 よ り証 明せ られてい

るが,こ のB6の 欠乏症状 として,鼠,豚,

犬等に癲癇様痙 攣発作が起 ることがChickそ

の他10)に よ り明 かに され ている.尚,中 教

授11)も癲 癇症 の本態は脳髓 に於け る呼吸抑制

機転の欠乏であ ると考 え,そ の呼吸に関係の

あ る 「グ 」酸Naや アンモニア と癲癇症 との

間に密接 な関係があ るのであろ うと推 測 して

いる.

以上の事か ら,脳 内の蛋 白質 ア ミノ酸代謝

異常 と癲癇乃至痙 攣 との間に何等かの関連 が

ある と推察 され る.私 は偶々真正癲癇患者の

大脳皮質剔除術 による新鮮人脳皮質 を用いて

実験 す る機会 を与 えられたので,未 開の分野

であ り,且 興味深い癩癇脳皮質内の蛋白質ア

ミノ酸代謝の一端を窺わん として,本 研究を

企 てた次第である.

第2章　 檢 査 方 法

(Ⅰ)　 檢査材料

癲廟患者 の症例 としては陣内外 科教室に入

院 し,治 療 の為に運動領野,前 運動領野或い

は前頭葉の皮質剔除を受けた真正癲癇患者 の

剔出皮質を用いた.(但 し,手 術前に3回 カル

ヂアゾールに よる誘発痙攣を行つた ものであ

る.)対 照としては癲癇患者以外の,痙 攣発

作の無い脳疾患々者の大脳皮質 を用いた.

開頭術に より剔除後,直 ちに軟 脳膜を剥離

し,付 着 した凝血を除去 し,次 で眼科用剪刀

及び鑷 子を用い,白 質を剪去 して灰白質のみ

とす る.化 学天秤に よりその新鮮重量を秤 り,

硫酸々性(コ ンゴ ロー ト試験紙)純 アル コー

ル約20c.c.を 入れた共栓褐 色瓶に入れ,冷 蔵

庫 内に保存 する.

1回 の試料 は少 くとも10gを 必要 とするが,

手術時に剔除す る皮質の量は此の必要量以下

である.そ れで,こ の よ うに して保存 した数

例 を併せ て10gと し,10gを1回 の単位 とし

て実験を行つた.尚,硫 酸 々性 としたのは,

貯蔵 中にアンモニアの変化す るのを防 ぐため

である.各 例 の条 件を出来 るだけ同一にする

ため,剔 出 皮 質の処理 は15分 間,保 存は1

ケ月間を基準 とした.

(Ⅱ)　 抽出液の作製

保存瓶 中の試料 を保存液 と共に乳鉢に移 し,

その乳鉢 を除湿器 に入れ,強 力な水流 ボンブ

を用 いて乾燥 する.保 存液をその ま 捨ゝ て去

ると,そ の中に滲 出してい る検体の一部を失

う惧れがあるので,除 湿器に よりアル コール

を除 くわけである.

乾燥後除湿器 より取 出 し,乳 棒に より試料

を充分 磨碎 し,倍 量 の 石 油 工ーテル(沸 点

40℃ 以下)と 混和 し,共 栓 遠心沈 澱 管に移

し,更 に攪拌 の上室温に放置す る.一 昼夜後,

遠沈 し上清を捨て ゝ新たに石 油エーテルを加

える.こ の ように して石油エーテルに よる脱

脂を3回 行 う.

脱脂を終れば, 1分 間3000回 転で15分 間
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遠沈 し,上 清(石 油 エーテル)を 捨 て,蒸 溜

水30c.c. (試 料新鮮重量 の3倍)を 加え,良 く

攪拌 しつ ゝ40℃1時 間 重 湯煎上 で浸出 した

後,無 灰濾紙 にて之を濾過 し,そ の濾液を検

液(A)と す る.

検液(A)に 純 アル コールを倍量 加 えて除

蛋白を行い,そ の上清液を枝付 コルベンに移

し,40℃ の重湯煎 上で低温減 圧 濃 縮法に よ

り1/8に 濃縮 す る.こ れを検液(B)と す る.

(Ⅱ)　ア ミノ酸 の定性

濾紙 クロマ トグラフ法12,13,14)(上昇 法)に

よる.

溶媒 としては フェ ノール,ブ タ ノール醋酸

液を用 い,一 次元法 と二次元法 とを併 用 した.

検液 としては前記検液(B)を 用 いた.即

ち,そ の一定量を時計皿に入れ,除 湿器 中に

て乾燥 し,検 査 時に之 を一定量の蒸溜水に溶

解 して用いた.又,検 液(B)の 代 りに新鮮

脳皮質の70～80%冷 アル コールに よる抽 出

液(Dent12))も 用いたが,そ の クロマ トグ ラ

ムは同一であつ た.

次 に,硝 子製 毛細管を用い,検 液を濾紙の

所定の部に付着 せ しめ るのであ るが,量 的な

比較をす る時には,毛 細管 の代 りに赤血球計

算用 メランジュールを用い,次 の要領で行つ

た.即 ち,各 検液毎 に別箇 の メランジュール

を用い,血 球計算 の場合 とは逆 に,101の 目

盛 まで蒸溜水を吸い,こ れを時計皿 に移 して

良 く検 体を溶解 させた後,同 一 目盛(3～5～

10)ま で検液 を吸込 み,そ の ま ゝその メラン

ジュールを用 い検液 を濾紙に付着 させ るので

あ る.

検体を所定 の溶媒 に より濾紙上に展開 した

後,こ れを乾燥 し,溶 質の移動点を ニン ヒ ド

リン呈色 反応に よ り検 出 し,そ のRf値 を求

めて如何な るア ミノ酸 であるかを判定 す る.

Rf=
溶質の移動距離

/溶媒の滲透先端 と溶質の附着点との距離

尚,室 温 その他の条 件の変 動 に より,Rf

値 が動揺 す るので,一 次元の場合には同一濾

紙上に,二 次元 の場合 には同一条 件で,既 知

ア ミ ノ酸の対照実験 を併行 して行つた.

(Ⅳ)　 ア ンモニアの定量

検 液(A)を 用 い,硝 子製 ア ンモ ニア 捕 集

瓶15)を 二 個連 結 して,Otto Folin16)の 低温 蒸

餾法 を行 い,ネ ス レル 化 した後,Pulfrichの

光 度 計(Filter: S47)に よ り比 色 定 量 し

た.

尚,検 液 中 のア ル モ ニアは 微量 で あ るか ら,

実 施 上次 の よ うな注意 を した.

(1) 連 結 したア ンモ ニア捕 集瓶 の球 状 部 を

重温煎(30℃)の 中に 入れ,室 温 の高低 に よ

りア ンモ ニア捕 集 率 の変 動 す るのを防 い だ.

(2) 吸 引持 続 時間 は 次 の よ う な 予備 実 験

に よ り1時 間 と し た.即 ち, Kahlbaumの

(NH4)2SO3 0.4716gを1lの 水 に溶解 した

ものを基 準 液 とす る.此 の液10c.c.はN 1mg

を 含む.基 準 液 を用 い,検 液(A)と 略 々 同

一 濃 度(1c .c.中 にア ンモ ニア窒素0.01mg)

の試験 液 を作 り,そ のア ンモ ニア捕集 率 と吸

引持 続 時間 との関係 を見 た所,2分 間-20

%, 10分 間-40～50%, 30分 間-70～

80%,1時 間-94～100%で あつた.

(V)　 尿素 の定量

Folin-Wu16)のUrease法 に よ り定量 した.

尿素 酵素 には 市 販 品 が な く, Folin-Wuの

方法 に よつ て調 製 し,褐 色瓶 に入 れ て冷蔵 庫

中に保 存 し,3週 間毎 に新調 した.

検液(B)5cc.及 び 尿素 酵素1c.c.を 試験

管 に採 り,緩 衝 液 を滴 下 し,pHを7.2～7.3

とす る.pHの 測 定 には東洋pH試 験 紙 を 用

い た.こ の試 験 管 を40℃ の 温湯 中に10分 間

浸 す と検 液 中の尿素 はア ンモ ニア に分 解 され

る.

以 下 前項 の ア ンモ ニア定量法 を行 う.

尿素 酵素 の効力検 査 には,0.2143gの 尿素

を100c.c.の 蒸溜 水 に 溶 解 し た 基 準 液1c.c.

(N: 1mg)を 用 い,同 様 に行 つ た.

(Ⅵ)　 遊離 ア ミ ノ窒 素 の定 量

van Slykcの ガ ス容 量 法 に よ り定量 した.

検 液(B)を 用 い,藤 井17),赤 堀18),Brugsch19)

の記 載 に基 いて行 い,特 に次 の点 に注 意 した.

(1) グ リシ ン0.1gを 蒸 溜水50c.c.に 溶解

し,そ の2c.c.を 本 法 に よ り定 量 し.計 算 値

(0.7466mg)と 一致 す るか 否か を検 し,試 薬
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並に装 置の検定を行つた.

(2) 抽 出液の場 合は純化学薬 品測定時に較

べ,窒 素以 外のガ ス発生が甚 だ大で,KMnO4

液 の 汚 染 度 も従 つて大であ る.そ れで1～2

回毎に全量 の約1/8を 交換 し,そ の性 能 の低

下 に より実験誤差 の増大す るのを防いだ.

(3) 室温が高い程,窒 素以 外のガ ス発生量

が増加 す るので,15～20℃ の室 温 で行 うよ

うに努めた.

(4) モ ーターの廻転は1分 間300～400廻

転 としたが,検 液 をガス発生室に注入後,最

初 の約20秒 間は徐 々に振盪 し,漸 次 強 くし

た.最 初 か ら強 くす ると,時 に多量の泡沫 が

生 じ,正 確 な測定が出来 ないことがあるか ら

である.

第3章　 檢 査 成 績

(Ⅰ)　濾紙 クロマ トクラブ法による遊離ア

ミノ酸の定 性

(1) 既 知ア ミノ酸のRf値

入手 し得 た12種 のア ミ ノ酸 のRf値 とし

て第1表 の ような値を得た.

第1表　 既知ア ミノ酸のPf値

(2) 人脳皮質内遊離ア ミノ酸

手術時剔除 した新鮮人脳皮質の抽出液を用

いた 結 果 は 第1～3図 の 如 くて あ る.即 ち,

「グ 」酸,ア スパ ラギ ン酸,ア ラニ ン,グ リ

シ ン,ア ル ギ ニ ン,チ ロシ ン,ヒ スチ ヂ ン,

ワ リン,ロ イ シ ンの9種 の ア ミノ酸 が確 認せ

られた.此 等の中,「グ」酸は稀薄な溶液 の展

開に よつて も認 められ,そ の着色度並に範圍

が極めて大であ る.

第1図　 人脳皮質内遊離ア ミノ酸

(フ エ ノール一次元)

脳 皮質 抽 出液 Rf値 ア ミ ノ酸 対 照Rf値

1 0.05 ア ス パ ラ ギ ン酸 0.04

2 0.17 グル タ ミン酸 0.15

3 0.28 グ リシ ン 0.28

4 0.53 ア ラ ニ ン 0 .52

5 0.80 フェ ニ ー ル ア ラ ニ ン? 0 .78

(3) 癲癇脳 と非癲癇脳 との比較

第4図(A)は 屍脳,(B)は 新鮮脳 を用い

た場合の濾紙 クロマ トグ ラムであ り,Eは 癇

癲 患者,Kは 非癲癇患者 の大脳 皮質抽出液 を

展開 した ものである.そ の着色斑の部位並に

範圍はK, E略 々等 しいが,呈 色度はEが 全

般に微弱である.

尚屍脳について各部大脳皮質抽出液を比較

したが,そ の呈色度並 に呈色範圍には殆 ん ど

差異が認 められなか つた.

(Ⅱ)　 非蛋白窒素 の定量

真正癲癇 患者19例(第2表),非 癲癇患者
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第2図　 人脳 皮質内遊離ア ミノ酸(ブ タ
ノール醋酸 一次元)

脳皮質抽 出液 Rf値 ア ミノ酸 対照Rf値
1 0,05 ?

2 0.11 {
ア ス パ ラ ギ ン 酸 0.12

 グ リ シ ン 0.13

3 0.16 グ ル タ ミン酸 0.17

4 0.19 ア ラ ニ ン 0.18

5 0.52 フ ェ ニ ー ル ア ラ ニ ン 0.53

第3図　 人脳 皮 質 内遊 離 ア ミノ酸

(フ エ ノール ブ タ ノール二 次元)

着色度  着色度
1 アスパ ラギン酸 (〓) 2 グル タミン酸 (〓)
3 グ リシ ン (〓) 4 ア ラ ニ ン (+)

5 アル ギ ニ ン (〓) 6 ヒ ス チ ヂ ン (〓)

7 チ ロ シ ン (+) 8 ワ リン (±)

9 ロ イ シ ン (±)

第4図　 癲癇脳(E)と 非癲癇脳(K)と の

比較(フ エ ノール一次元)

(A) 屍 体 脳

K'=1/2K E'=1/2E

(B) 新 鮮 脳
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5例(ア テ トーゼ1例 を含む)(第3表),並

に屍 体例2例(第4表)に 就 き,大 脳 皮質内

アンモニア窒素,尿 素窒素,及 び遊離 ア ミノ

窒素を夫 々定量 した.尚 屍 体例 とは死後1時

間で開頭 し皮質剔除を行つた もので,真 正癲

癇屍 体例は カルヂア ゾール誘発痙攣に よ り,

第2表　 真 正 癲 癇 例

第5表　 非蛋白窒素の定量

第3表　 対 照 例

第4表　 屍 体 例
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痙 攣重 積 状 態 に陥 り,死 に到 つ た特 殊 例で あ

る.

成 績 は第5表 の如 くで,そ の数 値 は新 鮮 重

量1gの 脳 皮質 中の夫 々の 重量(mg)を 示 し

て い る.

対 照 例 と真 正 癲 癇 例 とを比 較 す る と,尿 素

窒 素 量 は 略 々等 し く,ア ンモ ニア窒 素 量 は癲

癇 例に稍 々増 加 の傾 向が 認 め られ るが,有 意

の差 が あ る とは 思 わ れ な い.之 に反 して ア ミ

ノ窒 素 量 は対 照 例 に比 し癲 癇 例 で は著 明 に減

少 して い る.屍 体例 では1例 宛 で あ るが,此

等 の差 異 が更 に著 しい よ うで あ る.

又非 癲 癇 例 中ア テ トーゼ の1例 では,癲 癇

と同傾 向 の変 化 が見 られ,且 つ そ の程度 は癲

癇 例 よ りも高 度 で あつ た.

第4章　 総括 並 に 考 按

(Ⅰ)　 ア ンモ ニ アに つ い て

ア ンモ ニア は組 織 並 に血 液 の 水素 イオ ン濃

度 の調 節 並 に維 持 に重 大 な意 味 を持 つ と云 わ

れ てい る(Hasselbalch20)).又 蛙 の神経 刺 戟 時

にア ン ニモ ア が 増 量 す る こ と が 証 明 さ れ

(Tashiro21)),次 で脊 髓 に於 いて も同様 の 事実

が 明か にせ られ た(Winterstein22)).此 等 の事

実 か ら,Schwarz u. Dibold23))は 脳 髓 にお い

て も塩 基 性 物 質即 ち ア ンモ ニ アの生 成 が,神

経 活動 時 或 いは 腫 々の病 的 過 程 に際 して現 わ

れ る酸 類 を中和 す る点 で,重 要 で あろ うと考

え,家 兎及 び脳 腫瘍 患者 の脳髓 の ア ンモ ニア

量 を測 定 した.そ の際Psrnas u. Mozolowski24)

が 筋肉 に お い て認 め たtraumatische Ammonia-

kbildung(以 下traumat NH3-bildg.と 略 記)

が 脳 組 織 に お い て も認 め られた と云 つ て い

る.

又,最 近Weil-malherbeは 綜 説25)「 神経 組

織 の物 質代 謝 に対 す る 「グ 」酸 の意 義 」 の中

で,脳 髓 とア ンモ ニア に関 す る諸家 の成績 を

総 括 し,次 の よ うに述 べ てい る.

(1) Richter u. Dawson及 びKrebsは 新 し

い実 験 方 法 に よつ て,前 記Schwarz等 と同様

の結 果 を得,死 後 数 秒 間 に ア ンモ ニ アの爆 発

的 な生 成 を認 め た とい う.

(2) ア ンモ ニア の生成 に あず か る此 の強力

な酵素 が生 体 内で働 か ない とは 思わ れ な い.

事 実,Winterstein等 に よ り,神 経 活 動 とア

ンモ ニア生 成 との関 係 が実 証 され て お り,又

ピ クロ トキシ ン,無 酸素 状 態,及 び電 気 刺戟

に よ る痙 攣時 に は脳髓 ア ンモ ニアは増 加 す る

(Richter u. Dawson)と い う.

(3) Weil-Malherbe自 身 の脳 切 片 に よ る実

験 にお いて も,乾 燥重 量1mgに 対 し,4時 間

で3μl.の ア ンモ ニア の 生成 を認 めた.こ の

ア ンモ ニアが 何か ら生ず るかは 目下 の所 不 明

で あ る とい う.

(4) ア ンモ ニア イ オ ンは組織 呼吸及 び酸素

中解 糖作 用 を増 進 し,無 酸素 中解 糖 作 用を 障

碍 す る とい う.

(5) カ リウム イオ ンの如 く,ア ンモ ニア イ

オ ン も脳 粥或 いは脳 切 片 にお け る結合 ア セチ

ー ル コ リ ンの減 少 と遊 離 ア セチ ー ル コ リ

ンの増 加 を もた らす とい う(Torda, Mann).

尚 これ は ペ ン タ ゾール注 射後,痙 攣発 来前 の

脳髓 では,結 合ア セチ ー ル コ リン は減 少 し,

遊 離 ア セチ ー ル コ リ ンは増 加 す る とい う中

島26)の 成績 と関連 して興 味深 い問題 で あ る.

(6) ア ンモ ニア イオ ンは 中枢 神 経 系 の強力

な 刺 戟 剤 で あ り,Richter u. Dawsonの 実 験

に よれ ば,鼠 は脳 内 ア ンモ ニア濃 度 が9mg.

%以 上 に な る と全身痙 攣 を起 す とい う.

以上 の諸 事実 よ り,脳 内 ア ンモ ニア とそ の

神 経 活動殊 に痙 攣 との 間 には密接 な関係 が あ

る ことが 明か で あ り,又 死後或 い は脳組 織 片

採 取後,traumat. NH3-bildg.に よ り,脳 組

織 内 ア ンモ ニア量 が著 明 に増 加 す る こ とが わ

か る.

さて,私 の 成績 では 人脳 皮質 内 ア ンモ ニア

量 は,新 鮮重 量 に対 し,2.9～8.7mg.%で あ

る.こ れ は 家 兎 脳 の0.4mg.%(Schwarz),

鼠 脳 の0.28mg.%(Richter u. Dawson)等,

液 体 空気 中で致 死 させ た例 に比 し著 し く高 く,

死 後5分 後 に処 理 した 羊 脳(Krebs)の6mg.

%と 略 々等 しい.こ れ はtraumat. NH3-bildg.

に ょ り増加 した ため と考 え るのが至 当で あ ろ

う.
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皮質 剔 除 後 の操作 を出来 るだけ 同 一 とし,

traumat, NH3-bildg.に よ る影 響 を等 し くし

よ う としたの で あ るが,癲 癇 例 と非 癲癇 例 と

の間 に有 意 の差 が認 め られな い.本 来 両者 の

間 に差 が 無 いのか,或 い は 余 りに も大 きな

traumat.NH3-bildg.の ため に差 が 認 め られ

な くなつ た のか は 明か で な い.

唯1例 宛 の比 較 で はあ るが,屍 体 例 に お い

ては 明か に癲 癇 例 の方 に増 量 が 認 め られ る.

これ は痙 攣 重積 状 態 で死 亡 した特殊 例 で あ る

か ら,痙 攣 に よ り脳 内 ア ンモ ニア量 が増 加 す

る とい うRichter u. Dawsonの 実 験 成績 と一

致 す る結 果 を得 た ので あ ろ う.

(Ⅱ)　 尿素 につい て

尿 素 は蛋 白質 代 謝 の主 な終 末 産 物で,無 毒

で あ り,細 胞 内及 び 体液 中に は その水 分量 に

応 じて平均 して分 布 して い る.又 尿素 は肝 臟

で,ア スパ ラギ ン,グ ル タ ミンか らオル ニチ

ン-チ トル リン-ア ル ギ ニンの媒 介 に よ

り生 成 せ られ る とい うのが 一般 の定説 で あ る.

然 し この 化学 過程 につ い ては,未 だ不 明 の点

が 少 くない と云 わ れ てお り,特 に脳 髓 に於 け

る生 化学 的 生理 学 的意 義 は 詳 で ない.

私 の 成績 で は癲 癇 例 と非 癲癇 例 との間 に,

全 く差 異 が 認 め られ なか つ た.尚Holmes27)

は試 験 管 内実 験 に よ り,脳 髓 に もUreaseが

存 在 す る と主 張 して い る.若 し この考 えが妥

当 とす れ ば,ア ンモ ニア に於 け るtraumat.

NH3-bildg,と 同様 な こ とを尿 素 につ い て も考

慮せ ね ば な らぬ.

(Ⅲ)　 遊 離 ア ミ ノ酸 につ い て

脳 髓 の ア ミ ノ酸 に関 す る研究 は極 め て少 い.

先 ずAbderhalden28)の 詳 細 な業 績 の 外, Block,

 Tusstanowski, Kaphaski等 の研 究 が あ るが,

何 れ も脳 髓 蛋 白質 を加 水分 解 して生 じたア ミ

ノ酸 に関 す る もの で あ る.又Furth u. Lie

ben29), Zuwerkalow30)は 脳 髓 の トリプ トフ ァ

ン,チ ロシ ンを定 量 して い るが,脳 髓 の乾 燥

粉 末 を苛 性 ソーダ に溶解 して測定 して い る.

この よ うな方法 では,苛 性 ソーダに よ り蛋 白

質 の分 解 が 起 り得 るか ら,そ の値 は純 粋 な遊

離 ア ミ ノ酸 の値 で は な い と思 わ れ る.一 方,

清 水教 授31)は 大量 の牛脳 を 用 い,ア ラニ ン,

ワ リン,ロ イ シン,「グ」 酸,チ ロシ ン,ヒ ス

チ ヂ ン,ア ル ギ ニン,リ ヂ ン等 を分 離 定量し

た.こ れ は脳髓 の遊 離 ア ミノ酸 に関 す る最 初

の 業績 で あろ う.

次 に私 の検査 成 績 に つ いて考 察 を試 み よ う.

(1) 人脳 皮 質 内遊 離 ア ミノ酸

濾 紙 ク ロマ トグ ラフ法 に よ り,「グ」 酸,ア

スパ ラギ ン酸,グ リシ ン,ア ラニ ン,ア ル ギ

ニ ン,チ ロシ ン,ヒ スチヂ ン,ワ リン,ロ イ

シ ンの9種 の ア ミ ノ酸 を確 認 す る こ とが出来

た.此 等 の 中,「グ 」酸 は極 め て稀薄 な検 液 の

展 開 に よつ て も認 め られ,着 色 強度 並 に範 圍

が 極 め て大 きい.こ の事 か ら,た とえ 「グ 」

酸 は その 最少検 出量 が低 い とい うこ とを考 慮

に入 れて も,「グ」 酸 が他 に比 較 し,多 量 に存

在 す る こ とが推 察 され る.

大 脳 皮質 内遊 離 ア ミ ノ酸 として 「グ 」酸 が

最 も多い とい うこ とは,「グ 」酸 が脳髓 の酸化

し得 る唯 一の ア ミノ酸 で あ る とい う事実 や,

林 教授,宗 本等 の研究 か らみ て も容 易 に推測

し うる ところで あ る

尚,Shurr32)及 びKrebs33)の 動 物実 験 に よ

る最 近 の成 績 も私 の 人脳 に お け る結 果 と

一致 す るよ うで あ る.即 ち,Shurrそ の 他

はmicrobiological assayに よ り鼠 脳 の遊 離 ア

ミ ノ酸 を 定 量 し,そ の 結 果 をFriedberg u.

 Greenbergの 成績 に 当嵌 め,「 グ 」酸,ア スパ

ラギ ン酸,グ リシン,ア ラニン,ゼ リン,チ

スチ ン,ヒ ドロオキシプ ロリンが脳 内遊離ア

ミノ酸の93%を 占める とい う.又Krebsそ

の他 も 「グ」酸 とグル タ ミンとは脳髓 の遊離

ア ミノ窒素の40～8O%に 達す ると云 う.

(2) 癲癇患者の大脳皮質内遊離ア ミノ窒素量

癲 癇 例 と非癲癇例 との脳皮質内遊離ア ミ

ノ窒素量を比較す ると,実 験成績の如 く,明

か に癲癇例に少い.所 が,非 癲癇患者の運動

領皮質を手術 によ り得 る機会 はないか ら,前

掲第2,3表 の通 り,癲 滴例では運動領乃至前

運動領,非 癲癇例では前頭葉 を用いた.そ れ

で,両 者のア ミノ窒素量 の差異は此 の局所的

差異 に基 くのではな か ろ うか との疑 問 が 生
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ず る.

脳 の化 学 的 成分 の局 所 的差 異 に関 して は ,

乾 固 物 質 並 に 灰 分 量(美 濃 口,一 色34),高

橋35)),残 余 窒 素量(奥 村36)),燐 脂質 及 び総

窒 素 量(Gorodisskaja37)),ト リプ トフ ァン及

び チ ロシ ン(Zuwerkalow30)),燐 脂質各 種 成分 ,

水分 並 に 蛋 白 窒 素 量(Randall38),西 本39)),

カ タ ラーゼ量(八 木40)).ア セチ ール コ リン様

物 質(中 島26))等 の 研究 があ る.此 等 に よれ

ば,灰 白質 と白質 との間 に は差異 が認 め られ

るが,灰 白質或 いは 白質 内では 部 位 に よ る差

異 は殆 ん ど認 め られ な い よ うで あ る.

又癲 癇 例 中1例 は前 頭 葉 皮質 につ いて 定量

し得 たが,そ の値 は他 の癲 癇 例 と略 々等 しい .

更 に,屍 体例 は 何れ も運動 領 皮質 にお け る値

で あ るが,手 術 例 と同傾 向の差 異 が認 め られ

る.

此 等 の点 か ら,癲 癇 例 と非癲 癇 例 との 間 に

認 め られ る遊 離 ア ミノ窒素 量 の差 異 は,局 所

的 差 異 に 基 く も の で は な く,真 正 癲 癇 そ

の も の と 因 果 関 係 を 持 つ て い る と考 え ら

れ る.

第5章　 結 論

(1) 新 鮮材 料 として真 正 癲 癇 患者19例,

非 癲 癇 患者5例,剖 検 材料 と して各1例 につ

き,大 脳 皮質 内ア ンモ ニア窒 素,尿 素 窒素,

遊 離 ア ミ ノ窒 素 量 を定量 した.

(2) 癲癇 脳 皮 質 にお い ては 明か に遊 離 ア ミ

ノ窒素 量 の減 少 が認 め られ る.

(3) 新 鮮 人脳 皮質 内遊 離 ア ミ ノ酸 を濾 紙 ク

ロマ トグ ラ フ法 に よ り分 離 し,「グ 」酸,ア ス

パ ラギ ン酸,ア ラニ ン,グ リシ ン,ア ル ギ ニ

ン,チ ロシン,ヒ スチ ヂ ン,ワ リン,ロ イ シ

ンの9種 のア ミノ酸 を確 認 し,就 中,「グ 」酸

が最 も多量 に存在 して い る.
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